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令和３年広審第２７号 

裁    決 

引船Ａ被引はしけＢ転覆事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について，当海難審判所は，理事官西村勇二出席のうえ審理し，

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を２箇月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和元年１０月３日０２時５１分 

 香川県小豆島北方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 引船Ａ        はしけＢ 

  総 ト ン 数 １９トン 

  登 録 長 １４.５５メートル   

  全   長            ４０.００メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 
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   出   力 ７３５キロワット 

３ 事実の経過 

 (1) 設備等 

  ア Ａ 

    Ａは，上層に操舵室を配した二層の甲板室を船体中央部の上甲

板上に設け，コルト舵を備えた鋼製引船で，船尾甲板に曳
えい

航装置

を装備し，操舵室前部に自動操舵装置，機関遠隔制御装置及びＧ

ＰＳコンパスを組み込んだコンソールが設けられ，同コンソール

左舷側にレーダー及びＧＰＳプロッターを備えていた。 

  イ Ｂ 

    Ｂは，船首端から約６メートル後方に長さ約２８メートル幅約

７メートル深さ約４メートルの箱型で，ハッチカバーを装備しな

い貨物倉を，同倉後方の船尾甲板上に甲板室を設け，船首尾各甲

板下方に倉庫を区画した鋼製はしけで，貨物倉船尾部両舷に排水

ポンプ各 1台を装備していた。 

 (2) ａ受審人の経歴等 

ａ受審人は，（途中省略）Ａの船長として専らＢなどのはしけを

曳航し，１箇月に２０日ないし２５日広島県呉港，愛媛県今治港，

福山港及び兵庫県姫路港にスクラップ等を運送していたもので，Ｂ

がハッチカバーを装備しておらず，乾舷を越える波に遭遇すれば，

貨物倉内が浸水するなどして，復原力を喪失するおそれがあること

を承知していたこともあり，荒天時にＢを曳航したことはなかった。 

 (3) 安全管理規程及び運航基準 

Ａ社が定めた安全管理規程に基づく運航基準には，船長が，発航

に先立ち，航行中に遭遇する気象・海象を確かめ，風速毎秒１０メ

ートル（以下，風速については毎秒を省略する。）以上又は波高
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１.０メートル以上のいずれかに達するおそれがあると認めるとき

は，発航を中止することが定められていた。 

 (4) 気象状況 

   高松地方気象台は，令和元年１０月２日１１時４０分瀬戸内海に

海上風警報を発表して南東風が最大風速１５メートルに達すると報

じ，更に１７時３５分海上強風警報を発表して今後１８時間以内に

南風が強まり，最大風速１８メートルに達する見込みである旨を報

じた。 

そして，高松地方気象台は，１４時５８分香川県小豆郡小豆島町

及び土庄町では強風，波浪注意報が継続し，翌３日昼過ぎにかけて

南東風が海上で最大風速１５メートル，波高が１.５メートルにそ

れぞれ達するので，強風及び高波に注意するよう警戒を呼び掛け，

更に２日２１時２６分強風，波浪注意報が継続する旨を報じた。 

 (5) 本件発生に至る経緯 

   ａ受審人は，東シナ海を北上する台風の接近に伴う天候の悪化が

予想されたので，タブレット端末で風勢が増す旨の情報を入手して

Ａに乗り組み，令和元年１０月２日１１時００分香川県坂出港を発

し，１４時５０分頃Ｂが待機する愛媛県新居浜港に入港して曳航準

備に取りかかった。 

Ａは，ａ受審人が単独で乗り組み，船首１.０メートル船尾２.８

メートルの喫水をもって，スクラップ約６００トンを積載し，作業

員１人を乗せ，喫水船首２.６メートル船尾３.０メートルで乾舷が

１.４メートルとなったＢを，Ｙ字型とした直径５５ミリメートル

の合成繊維製索を船尾曳航装置から繰り出してＢの船首部両舷の各

ビットに，同径同質の索１本を船尾曳航フックから繰り出してＢの

船首部中央のビットに係止し，両索ともに約６０メートル伸出して
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Ａ船尾からＢ後端までの距離が約１００メートルとなった引船列

（以下「Ａ引船列」という。）を構成し，１４時５６分新居浜港を

発し，姫路港に向かった。 

ところで，ａ受審人は，発航に先立ち，瀬戸内海に海上風警報が

発表された状況下，気象情報を収集して風勢が強まるなど，航行中

に天候が悪化することを予想し，予想された天候の中でＢを曳航す

ると，乾舷を越える波に遭遇して貨物倉が浸水したり，動揺により

貨物が移動したりするなどして，復原力を喪失するおそれがあった

が，新居浜港港内が平穏だったので何とか航行できるものと思い，

発航を中止しなかった。 

   ａ受審人は，航行中の動力船の法定灯火を表示して燧灘を北上し，

海上風警報から切り替わって海上強風警報が発表されるなか，備讃

瀬戸南航路及び備讃瀬戸東航路を東行し，香川県豊島南方沖合を経

由して小豆島北方沖合に向けて曳航を続けた。 

   ａ受審人は，舵輪後方に立って小豆島北方沖合を東行し，操舵室

上部の投光器で曳航索を照射したりＢの航海灯を目視したりして播

磨灘北航路第５号灯浮標の西方１,５００メートル付近に至って，

南南東風が風速約１０メートルに，波高が約１.５メートルに達し

たので，波が来る方向付近に向首させて船体動揺を軽減することと

し，翌３日０２時２０分少し過ぎ院下島灯台から２５９度（真方位，

以下同じ。）６.１海里の地点で，針路を０７６度に定め，南南東

風により左方に９度圧流されながら５.５ノットの速力（対地速力，

以下同じ。）で，手動操舵によって進行した。 

   ａ受審人は，右舷船首方から波しぶきを浴びて続航中，０２時５１

分院下島灯台から２６８度３.４海里の地点において，Ａ引船列は，

原針路及び原速力で航行中，Ｂが転覆した。 
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   当時，天候は曇りで風力５の南南東風が吹き，潮候は下げ潮の中

央期にあたり，瀬戸内海に海上強風警報が発表されていた。 

   転覆の結果，Ｂは，発電機等に濡損を生じ，サルベージ会社の岸

壁に引き付けられたのち，廃船処理された。また，Ｂの作業員ｂが

行方不明となり，後日，小豆島北部海岸に漂着しているところを発

見され，溺死（推定）と検案された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件転覆は，姫路港に向けて新居浜港を発航するに先立ち，瀬戸内海

に海上風警報が発表された状況下，発航を中止せず，夜間，小豆島北方

沖合において東行中，曳航中のＢが復原力を喪失したことによって発生

したものである。 

 ａ受審人は，姫路港に向けて新居浜港を発航するに先立ち，瀬戸内海

に海上風警報が発表された状況下，気象情報を収集して風勢が強まるな

ど，航行中に天候が悪化することを予想した場合，予想された天候の中

でＢを曳航すると，乾舷を越える波に遭遇して貨物倉が浸水したり，動

揺により貨物が移動したりするなどして，復原力を喪失するおそれがあ

ったのだから，発航を中止すべき注意義務があった。しかるに，同人は，

新居浜港港内が平穏だったので何とか航行できるものと思い，発航を中

止しなかった職務上の過失により，夜間，小豆島北方沖合において東行

中，曳航中のＢが復原力を喪失して転覆し，発電機等に濡損を生じさせ

て廃船処理されるに至り，また，Ｂの作業員を死亡させる事態を招くに

至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を２箇

月停止する。 



- 6 - 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年１月２６日 

     広島地方海難審判所 

        審 判 長 審 判 官  岸  尾  光  一 

 

             審 判 官  濱  田  真  人 

 

             審 判 官  永  木  俊  文 


